
リムを多数の l腕によ って結んだ形のもので， むかしは各箇のJjJ'

翰にこの形が多く使Hlされた。この形はスポ -17 の聞から車両

の内部を点検でき 使烈lであるが， 蒸気繊|主1111 の lfVJ輸のように大

きな直径のものでは， スポークが弱 く輪心がひずみやすL 、ので

近l時はあまり 使われない。現1tて'も国鉄の電気後l主III1 ililJ輸など

はこの形である。

イ 板 (デ ィスク) 輪心 ポスとリムを円板で結んだ形のもの

で，内絞は鈴il'i l時の引けによるjぶ力を緩和するため割以}I匂に波

形とされる。また鍛造に よ る場合は7診が製造容易でゐり ， 一体

鍛造111紛 も r:rこの板形でゐる。板111愉は直径が大き く なると償

支il郁こ 5J~] \.，、から，車輸直径の小さい'会j.'t 11I . '1li>liおよび機関車
の先従輪，炭水車輪などに使用される。

ウ 箱形輪心 ポスとリムを絡によ って結んだ形のもので，

他の形に比し強度が大であるから， おもに大荷丞を負担する 11ょ

輸に{史 JTJ される。国鉄における蒸気機関Ijiの lfVJ輸は IIß和 10 年頃

まではスポー ク ?診を{吏m して

いたが，蒸気機関車iliIJ輸は一

般にïüi圭 ・ 前'1 m:が大き レので，

ス ポーク形では氷年使用する

とリムがスポークとスポー ク

の附でひずみ (輪心外径のひ

ずみは修絡限度を設け，ゐる

程度に達する と兵円に削正す

るため リムが薄くなる)ある

いはスポ - 17 が ü!Jがる。輪心 I 

3 ウ筒 形 輸心

がひずめばタイヤがゆるむ傾向となるので ， 11行 事111 年に製造

された o 51 J I~式以降の大形機|其I1liて叶1全自HWIJ診を採JlJしてい

る。

(2) 材 質総心は鍛造される場合 (EE延輪心)もあるが，

一般には鈎銅が使} IJ される。わが国に:おける初j自jの綿入機関車

の輪心は英国製のものは主と して錬鉄を } Il い， 米国製t主主とし

て鋳鉄であったが，その後はいずれも鋳鋼製とな っ た。 tll; 2 次

大 lfl 中国鉄では鋳鋼節約のため炭水車輪心に鋳鉄を代別したが

きずが発生しやすL 、。

4 *タイヤ。

5 Jli!担11 と輪心の取付

jl[ !I~1Iと輸心はl上入によって固定される。蒸気|後|児 111の動11411の

地合j正入部にキ ーを入れていたが， これは主として正入時の'朱

内の役目をなすものであり (蒸気後|弘)Jliでは左右iliIJ輸輪心に ク

ランタ角度差がある ) ， 凶鉄では第 2 次大戦以米防止していたが，

直径 1 ，750 mm(現配国鉄における lt{大 l旺径のJji輸)をこえる J劫合

は， キ ーがあ っ たブJがゆるまないので近H寺ま た使則することに

してし、る。

国配~ではヰパ!Ih と輸心の l王入力をつぎのように規定している。

直径 100 m In に HLE入力 ( l) 

釘i 日 IJ 総心材質

Jil:大 タ イヤの取 {.J タイ ヤの取{，J
げてな\ . ，品合 | けてある場合

iliJJ 11 ~I 鏑鍛鋼 l 50 1 30 35 

出i 欽 40 25 30 

動 '1(111 を除till 1| 鈴鋼. 鍛鋼 45 25 30 

く事 側、ポス鋳鉄 I 40 25 30 

ヒ- ン
25 

りんじしんご

取11に総心を圧入したもので， 111刺I;\;，るいは紛心が折卸した場合

や，ジ ャ ーナ ノレ部の間IJ正によりその直径が限度以下となった場

合には ， Ili !I4I 1 と輪心とを解体しH1(!Ji部品を取替えて庄入して車II

立てる。この解i本組立作業にHJ ，、る 後械である。 本僚は横型の

ìålEEプレス(写兵)で，ラム 部は右側に位↑百し，その上に ìlll圧発
生HJ三iiliプラ'/ --咽-r間判『ー・F向-阻l""'-"'""I

ジャポ γプ装置

をのせ， γ リ ソ

ダに庄カi山を供

給してラムを事11

出す。この ラム

は解体のとき平

11411を拘1 し， 組立

のとき輪心を]11 1

す。 上下に凹角

の引E長り僚があ 給料l プ レ λ

り ，これがラム部主左端支持部により支持されて， 箱形のわく

をなしている。その聞にu二力受i本があり ， 作業による移動制繋

ができる隙造とな っ てい る。 佼Jrl JJII圧力は圧入部の直径と長さ

および締代により巣なるので，最大1J日圧力 500 t のものおよび

それ以下の数極拶lがゐる。(山本線)

りんじし 々 りょうせ つ けいじむしょ 臨時車両設計事務所

国鉄の本社付属話器開であり ， 車両およひ.その部分品の製作お

よび改造の工事の設計ならびにこれらにl刻する調査， 車両およ

びその部分品の規怖にl刻する業務を行う機関である。また， 一

般の委託による陸連にl刻する車両およひ.その部分品の製作およ

び改造の工事の設計をも J目当している。

これは'fG:化， ディーゼノレ化等動力の近代化を挑巡するととも

に，輸送力を沖}強i し，サー ビスの故者と経~'i.の節減に資するた

め，鉄道111阿の改札z と近代的事問の九百備をはかる必要が生じた

ので， 臨時に車両設計部門の強化をはかることと なり ， 工作局

の改編を行って II{{和 32 ・ 2 ・ 21 に設位されたものである。

こ の事務所は， 所長のほか次長 3 人， 主任技(fI1i若干人等約

110 人でも育成している。 77 ソク γ ョ ナノレシ ステ ムをとってい

ることが一つの特色である。 すなわち ， 3 人の次長は， lff1J力 111 ，

';ß気 111，客貨車というように後能的に分かれ，所長を助けてそ

れぞれ車filìj)IJに f泣かれている主任技師や担当技姉を指慨してい

るが， 自己の専門的分野では他のどの部l門に対しても指jíUでき

る体制をとっている。(宮1反正直)

りんじし ゅ うぜん 臨時修繕 車両の 1 郎または全般にわた

って臨時に行 う修繕で (1) 事故の発生したとき (2) 使用上

必要あるときに，工場または区のいずれかで行われる。答: ・ 電

・ 貨車では乙修繕がこれに相当し， 臨時修繕とはいわな L 、。

(石黒 :!l:) 

りんじじようこうじ よ う 臨時乗降場 2 樋ある。その l つ

は災害等の槻合または工 ' l~上のつごうにより旅客来降のため阪"

1時に設置した来降場で，他の 1 つは， !YJ聞を限って旅客のIiX扱・

をする俗事湯である。îÌÎJ者 l主事故のため線路不通とな ったよう

な場合に駅以外の場所に設けられることが多いが，駅舎の改築

等のため駅構内に設けられることもある。 j走者は， 年間の一定

日時を限り開業する季節駅や，特に期間を限定して開業する仮

来降場で，一時的な (i;nli1必てsある。

その設廃は， 前者は鉄道管理局長，後者は支社長が決定する

ことにな っている。(森釘i奔)

6 総心とタ イヤの取付(骨タイヤ). (高桑五六) りんじしんごうき 臨時信号機 線路の故障その他の~lï由に

りんじくプレス 輪車由プレス (英) w heel press 111輸は事 より ， 列車または車両に対して平常の運転を許すことのできな
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